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さて、日本語の自然な語順に従 うなら"thus"に 該当する言葉を"smote"に 当る言葉の前に
もって来ることになるであろう。事実、代表的な日本語訳 はほとんどそうなっている。たとえば、
「この手で、その外道の犬の咽喉 もとを引 きつかみ、かうして刺 し殺 してやつたと」(福田恆存)、
「その異教の犬ののど元を引っ掴んでこういうふうに刺 してやったと」(木下順二)、「わた しは
その割礼 を施 した犬めの喉首をつかんで、 こんなふうに刺 したと」(小 津次郎)、 「私はその犬畜
生めの喉 を引っつかみ、このように 刺 してやったと」(小 田島雄志)と いった風である。 し





を被 っとる トルコ人めが、無禮にも、ヴェニス人 を打擲 して我が國を誹謗いたした際、手前
は其外道めの喉元 を引 ッ掴んで、恰 ど如是風に……
と隠して持 ってゐた短剣で唐突に我が胸 を刺 して
突 き殺 しましたとお書 き添へ下 さい。
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つまり「突き殺 しました」の後で 「とお書 き添へ下さい」とオセローは言うのだが、これではすっ
かり間が抜けてしまう。 もっとも、歌舞伎には切腹 した人物が長々としゃべ り続けた り、誰かが








つ まり、"smote"と"thus"の 順が原文通 りになっているのである。 しか し、これにも問題が
ないわけではない。と言うの は、こうすると、「かつてアレッポウで」以下の文の全体がロ ドヴィー
コーに伝えて貰いたい事柄であることが分 りにくくなる、「かつてアレッポーで」以下 と 「お伝






次 に、『ハムレット』のいわゆる第三独 白の冒頭 を日本語にしたらどんなことが起るかを検討
してみよう。この台詞 は既に吟味 したオセローの台詞 と違 って俳優が特定の動 きをすることを想






















さて、原文 の最初 に現 れ る"be"と い う動 詞の意味 が必ず しも明瞭で はない。語 り手 であ る王
子ハ ム レ ットは 自殺 について考 えている とい うのが通常 の解釈 で、別 にそれが誤 りだとは思 わな
いが、 しか しそれ に限定す るのは考 え もので あろ う。 その点、 「この ままでいいのか、い けない
のか、それが問題 だ」 とい う小 田島雄志氏 の訳 は もとの曖昧 さを割合 に よく伝 えていると言 えよ
う。 しか しこの訳 には単音節 の単語 が並 ぶ原文 の リズム感 はない。そこへ行 くと 「生 か、死 か、
それが疑 問だ」 とい う福 田恆存氏 の訳 は名訳 だが、他方 、これがあま りに も明晰す ぎるこ ともま
た否 定で きない。
次 に"Whether'tisnobler"以 下 の くだ りだが、文法的 に も意 味内容 か ら言 って もや は りに曖
昧だ と言 うほかない。"Whether'tisnobler"と い う語 り出 しを聞 くと、おそ らく聞 き手 は、 あ
ることが"noble"で あ るこ とにおいて まさるのか どうかが問題 にな ろうと してい る、つ まり語
り手 は"Whetherornotitisnobler"と言 お う してい るの だ と理解す るので はあ るまいか。
しか し台詞 を辿 って行 くと、実 は語 り手 は二つ の行動 を比較 して どち らの方が余計 に"noble"
であ るか を論 じている、言i換えれ ば語 り手 は"Whichisnobler,AorB?"とい う問い を発 して
い るのだ とい うこ とが判 明す る。 もち ろん この ことは"nobler"と い う比較級 の形容詞 が使 われ
てい ることによってある程度予想 がつ くか も知 れないが、やは りこの くだ りは、非常 に とは言わ
ぬ まで もい くらか奇妙な構文 になっている と言 って も誤 りではある まい。そ して この奇妙 さはハ
ム レッ トの思考 の流 れ を反映 してい るのだ と考 える こ とはで きないだろ うか。ハ ム レ ッ トは前
もって整 理 しておいた考え を開陳 しているのではな くて、 自分 の思考 の展 開に応 じて言葉 を発 し
てい ると理解 した方が 自然 であろ う。 ところが、 ここに挙 げなか った もの を含 むおおむねの 日本
語訳 は、最初 か ら、"Whichisnobler,AorB?"とい ったかた ちの文 を訳 したようになっている。
更 に、"Whether"か ら"endthem"ま で の部 分 は 「疑 問」 の内容 を敷衍 してい るわけだが、
これ は文法的 に言 うと完全 な文 ではな くて名詞節 であ る。 しか し大抵 の 日本語訳では この部分 は
完全 な文 になってお り、従 ってハム レ ットの思考が秩 序 を保 って淀みな く流れてい るとい う印象
を与 えると思われ る。福 田氏 が 「どち らが」 とい う最初 の言葉 を最後 に 「一体 どち らが」 とい う
かた ちで繰返 し、いわば宙ぶ ら りんな文に したの は、あるいは このあた りに配慮 したせいであ る
のか も知れ ない。
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意味内容についても一言だけふれてお く。"takearms"か ら"endthem"ま でのくだ りを、ど
の翻訳者も 「苦難と闘ってそれを滅ぼす」といった意味に解 している。それが誤 りであるとは言









とがよく分る。一般に翻訳は原文の曖昧さを整理 し、原文よりも明確 に定義された意味内容 を伝
達すると言えるのではないだろうか。
果 してこれは日本語の台詞を英語に訳 した時にも認められる現象であるかどうかを検討するた















































工的な文体が使われていると言っていいだろう。英訳 も、非常に砕けた日常会話の文体 を使 って














の内容 を述べる順序が英訳では逆になっている。 日本語では、元能は 「遠 くは……近 くは」 と言
う言い方で聞き手の期待感をかき立てておいた上で、決定的な発言をするのだが、英語では、ま
ず決定的なことを言い、その後でそれを補強することを言 う。 どちらの方が迫力があるかは、議
論の分れるところであろうが、むしろ、原文 も訳 もそれぞれ日本語 と英語 との修辞の自然なあ り
方に従っているのだと言った方が正確か も知れない。
こういう限られた例から直ちに何かの結論を導 き出すことは避けるべ きか とも思うが、私は、
英訳の人物たちの方が積極的に修辞をもてあそんでいる、英訳の人物たちの方が相手を説得 し、
相手に自分の意見や判断を受入れさせ ようという姿勢を明瞭に示 しているという印象を受ける。





いずれにせよ、翻訳 という作業によってハムレットも世阿彌 も、僅かにもせ よ確実に変る。面
白いのはそこなのだ。外国文学 を日本語に、あるいは日本文学を外国語に翻訳する時には、何が
失われるかを論 じるよりもどんな変化が起るかを論 じた方が現実的かつ建設的ではないだろう
か。
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